
人権とは、誰もが生まれながらにして持っている権利であ

り、幸せに生きるためにはなくてはならないものです。しか

し、その人権を踏みにじるものが人権問題です。人権問題は

私たちの心に潜んでいます。人権問題を解消してみんなが幸

せに暮らすことが出来る新居浜市を実現いたしましょう。 

ご家族ご近所お誘いの上お気軽にご参加ください。 

日時：令和６年１０月２４日（木） 

          18：00～19：00 

場所：別子山公民館 大ホール 

講座：講座名「多様性と人権について」 
講師：人権啓発指導員  小笠原 忠彦 先生 

お問合せ：新居浜市教育委員会事務局 

人権教育課 ℡0897-65-1243 

令和６年１０月１日 発 行 別子山公民館広報部                ＴＥＬ／ＦＡＸ ６４－２２１１  

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月８日（日）地域挙げての大運動会を開催いたしました。当日は、見事に快晴で、暑い日差しが早朝から照り付けていまし

た。実施日の前から太平洋高気圧の影響で、日本列島は猛暑日が続き秋ではなく真夏並みの残暑が続いていましたので、まさか

の暑さでした。 

これまでは、暑さに関係なくコロナ禍の影響をうけ感染回避に軸足を置いた対応で、競技種目も厳選し学校の種目主体でプロ

グラムし無難に対応することが出来ていましたが、今年は今頃の時期には経験のない厳しい暑さで、熱中症対策にも万全を期す

ことも重要で、昨年同様に半日開催と身体をいたわるプログラムで行われました。 

実際に学校グラウンドでの開催は、しばらくぶりでしたので、グラウンドの土が非常に懐かしく運動会を一層盛り上げてくれ

たと思われます。 

今大会も、半日開催とトラック競技（徒競走やリレー）はなしで、綱引きやダンス等、競技・演技が中心で行われ、一般の皆

さんも進んで参加され、おおいに盛り上がりを見せていました。中でも「綱引き」は、昨年度は体育館開催で体育館がゆがむほ

ど力の入った一戦とお伝えしましたが、今回のグラウンドでも同様で、双方とも踏ん張る足が埋まるほど力強く、縄がちぎれて

しまうのではと心配するほどでした。言い過ぎか(・・? で今回も「気になる」綱引きの掛け声「オーエス」語源を調べてみま

した。実は、綱引きは世界中で行われているスポーツと言う事で、昔はオリンピックの種目として採用されていたこともあるそ

うです。誰もが一度は運動会で綱引きを経験したことがあるかと思いますが、綱を引く時の掛け声が「オーエス」だったという

人は多いのではないでしょうか。⁉日本の綱引きの歴史は深く、古来日本では綱引きは神事として開催されていて、平安時代に

は既に綱引きは存在していたようです。このころの掛け声が「オーエス」だった訳ではなく一説によると明治時代からだとされ

ているようです。明治時代になって他国との交流が盛んになった日本では、海外チームと綱引きの交流戦が行われていて、既に

そのころの綱引きは神事という意味合いよりもスポーツとして一般的に楽しまれるようになっていました。 

そして、イギリス人に綱引きの指導をしてもらったところ、その時に掛け声で発せられた「oh hisse（オーイス）」が、日本

人の耳には「オーエス」と聞こえたのです。「oh hisse（オーイス）」はフランス語であることから、綱引きの掛け声の「オー

エス」はフランス語が語源と言う事です。そうなんですねぇ‼ 

 また、「なわない競争」は、個人競技ですが、昨年から学校児童生徒の皆さんは、事前に地元の「なわない先生」にご指導を

受けこの大会に備えましたが、本番は苦戦しながらもわら縄が完成していました。“練習してもなかなかむつかしい⁉” 

 プログラムもほぼ時間通りに進行することが出来、青空の元事故もなく閉会することが出来ました。ありがとうございました。 

まさに運動会自体の開催は、これまでと同様に学校と地域住民が交流を図る大切な時間でもあり、開催自体に大きな意義がご

ざいます。これからも盛大で意味深い大会に結び付けて参りたいと考えております。来年度も、青空のもと開催出来る事を願い

ながら、学校と地域の大事な触れ合いの時間を満喫できるように努力したいと思います。 

皆さん本当にありがとうございました。 

今年も、別子校区産業文化祭開催を予定しております。 
文化の部では、自らが作成した作品や、皆さんに見て

もらいたい「珍しい物や変わった物」など、出来る限り
ご出展ください。 

作品受付期間：１１月１１日（月）～１６日（土） 
受 付 時 間：９：００～１７：００ 

１６日（土）は、9：00～12：00 
出品基準：ご自分で作った作品で未発表のもの 

（絵画・書・写真・押し花・手芸品・木工品・

創作品）等 

開催予定日時：１１月１７日（日） 
9：30〜15：00 

ＯＳ・オーエス 



 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動図書館「青い鳥号」が今月も、別子山地区にや

ってきます。みなさん是非ご利用ください。 

 １０月は、２４日（木）に巡回します。 

◦別子小中学校 １３：００～１４：００ 

※本を借りる場合は、「図書館カード」が必要です。 

※１人１０冊まで借りる事ができます。 

その他分からないことは、図書館員におたずねください。 

 
別子銅山記念図書館 

TEL 0897-32-1911 

 市営住宅への入居者を次のとおり募集します。 

■配布期間：令和６年１０月１日（火）～ 

令和６年１０月１５日（火） 

■申込期間：令和６年１０月１日（火）～ 

令和６年１０月１５日（火） 

    ※申込は窓口のみになります（郵送、メール不可）。 

■募集団地：①南小松原、②桜木、③高津、④城下、⑤新田、

⑥新田第二、⑦北新町、⑧西の土居、⑨新須賀、

⑩泉宮、⑪西原、⑫治良丸南、⑬治良丸、 

⑭横山南、⑮横山北、⑯松原、⑰坂井、⑱東田 

※詳細は館内掲示物、新居浜市営住宅管理グループホームペ

ージ、市政だより、新居浜市営住宅管理グループで配布して

いる、市営住宅入居者募集要領をご確認ください。 

■申込条件：市営住宅入居者募集要領にてご確認ください。 

■問合せ・申込先：新居浜市営住宅管理グループ 

〒792-0025 

 新居浜市一宮町一丁目６番３７号 横山ビル１階 

         ☎0897-47-5218 

市民のみなさんの素晴らしい美術作品が一堂に展示されて

います。関連イベントも多数開催されます！ぜひご観覧くださ

い‼入場無料です。 

［書道・日本画・洋画・工芸・写真・デザイン・版画・華道］ 

【会期】 

11 月 1 日（金）～10 日（日） 9：30～17：00  

※11 月 5 日（火）は休館日です。 

華道は 11 月 7 日（木）～10 日（日）  

【会場】あかがねミュージアム 

【11 月 2 日（土）はイベントデー】 

①ロビーコンサート 場所：屋内ステージ 

   11：00～11：30 アロハ・フラ・オハナ 

   17：00～17：30 新居浜少年少女合唱団 

   18：00～18：30 新居浜マンドリンクラブ 

②各部門によるギャラリートーク 

午前の部 11：00～11：15 

講師：越智秀園氏（書道） 

午後の部 13：30～15：15 

講師：北添伸夫氏（写真）、星川貞栄氏（日本画）、 

阿部義澄氏（洋画）、秦一博氏（デザイン） 

③ナイトミュージアム（開館延長）17:00～19:30 

※カフェも営業しています。 

※詳細についてはホームページをご覧ください。 

https://www.city.niihama.lg.jp/soshiki/bunka/74thbijut

utenrankai.html  QR コードはこちら→ 

問合せ  文化振興課 ６５－１５５４ 

 

皆さん、こんにちは、別子山公民館の小山で 

ございます。九月も下旬に差し掛かろうとし

ていますが、まだまだ厳しい残暑が続いています。せめて朝晩はエ

アコンなしで過ごしたいと思う今日この頃ですが皆様は如何お過

ごしでしょうか。私は先月、顔見知りの米農家さんの勧めで｢パー

マカルチャー｣に関する上映会に参加してきました。｢パーマカルチ

ャー｣とは、長らく続いた経済成長第一主義と行過ぎた競争により

形成された”使い捨て“を基本とした「大量生産/消費/廃棄」の社

会が生み出した現在の環境/社会問題に、国家等の組織ではなく個

人が生活様式を変えて対応していく一つの方法であると私は解釈

しました。自然と調和しながら自給知足生活をおくっていく、副題

が〝楽しく、おしゃれな neo 貧乏暮らし”だったかと記憶してお

ります。お金を、それほど使わない生活においても、また違う形で

人との繋がりが、より重要になってきますので、希薄な人間関係ば

かりになってしまった現状をドラスティックに変えるため、東京か

ら愛媛に移住してきた私にとり、この映画は心に刺さるものがあり

ました。｢パーマカルチャー｣は地球環境に配慮し持続可能な循環型

社会を目指してはいますが、文明の利器を否定し原始時代の生活に

戻るわけではなく、人間にとっての快適さにも配慮しています。私

の場合は残暑にエアコンも使いたいですしね(おわり) 

毎日暑い日が続いておりますが皆

さんいかがお過ごしでしょうか⁉ 

暦の上ではすでに秋本番ですが、まだまだ半袖姿が続きそ

うです。 

先日は、地域挙げての運動会、多数の皆様にお集まりいた

だき本当にありがとうございました。 

昨年は、朝から雨模様で、やむなく体育館での実施となり

ました。今年は皆さんのお想いが届き、青空のもと気持ちよ

く開催できたと自分なりに感じております。さらに事故もな

く笑顔いっぱいで終えたことが何よりでした。 

皆さん本当にありがとうございました。 

10 月を前に、秋も深まり紅葉シーズンを迎えるはずです

が、山はまだ緑が濃く、色づく気配さえありません・・・? 

今、地球規模で気候の極端な変化に悩まされています。 

春と秋が極端に短く、夏と冬が長いようです‼こんな気候

だからこそ、昔以上に「秋」という季節が貴重な存在なので

す。本当でしたら、秋は一年の中で最も身も心も落ち着く時

期と言われています。そうです、紅葉を楽しんだり、旬の食

べ物を味わったりと、四季の自然と味を大切に暮らしてきま

した。季節の変化によって大事な秋の風情を減らさないでほ

しいものですね。秋の訪れを心待ちにしておりますが、もし

かすると急に温度が下がり始めるかもしれませんので、くれ

ぐれも無理をせず、体調管理には万全を期してお過ごしくだ

さい。 

この運動は、火災が発生しやすい

時季を迎えるに当たり、火災予防思

想の一層の普及を図り、もって火災

の発生を防止し、高齢者を中心とす

る死者の発生を減少させるととも

に、財産の損失を防ぐことを目的と

する。     

防火標語 

『守りたい 未来があるから 火の用心』 

期間：１１月９日～１１月１５日 


